
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
環
境

へ
の
理
解
を
深
め
、
環
境
首
都
を

目
指
す
安
城
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
山
田
副
市
長
と
考
え

る
連
続
講
座
の
後
編
で
す
。

●
と
き
／
内
容
／
講
師

左
表
の

と
お
り

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
教
育
セ
ン
タ
ー

●
対
象

市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
人

●
定
員

人（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
抽
せ
ん
）

●
申
し
込
み

住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
９
月
１４

日
捷
ま
で（
必
着
）に
環
境
首
都
推

進
課（
緯〈

〉２
２
０
６
／
胃〈

〉

７１

７６

１
１
１
２
／kankyo@

city.an
jo.aichi.jp

）へ

市
内
の
小
学
校
や
地
域
の
環
境

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
講

師
と
し
て
活
躍
す
る
環
境
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

●
と
き
／
内
容
／
講
師

左
下
表

の
と
お
り

※
時
間
は
午
後
１
時

分
～
４
時
。

３０

●
と
こ
ろ

市
民
会
館

●
対
象

歳
以
上
で
、
８
回
す

１８

べ
て
に
参
加
で
き
る
人

●
定
員

人
程
度（
定
員
を
超

３０

え
た
場
合
は
調
整
）

●
そ
の
他

出
席
回
数
の
少
な
い

人
は
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

登
録
で
き
ま
せ
ん

※

月
～

月
に
、
同
講
座
参
加

１０

１２

者
の
グ
ル
ー
プ
で
、
グ
リ
ー
ン

マ
ッ
プ
の
作
成
・
成
果
発
表
の

自
主
学
習
が
あ
り
ま
す
。

※
開
催
日
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
申
し
込
み

郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
・
受
講
の
動
機
・
職
業
な
ど

の
有
無（
勤
務
先
・
学
校
名
）・
環

境
に
つ
い
て
日
ご
ろ
思
う
こ
と
を

講師内容とき回

ケンジ・ステファン・
スズキ氏（環境活動
家）

デンマークという国～
なぜデンマークは社会
福祉国家、自然エネル
ギー先進国となりえた
のか？～

１０月１３日昇１

小野寺浩氏（鹿児島大
ひろし

学学長補佐）
生物多様性とは何か？
～屋久島の作法～１０月２７日昇２

麻生圭子氏（エッセイ
けい こ

スト）
エネルギーを慈しむ～

いつく

私の環境論～
わたし１１月１１日昌３

エクハルト・ハーン氏
（ドルトムント大学空
間計画研究所所長）

環境と共生する都市・
建築１１月２６日昭４

野沢正光氏（建築家）
まさみつ地球と生きる家～パッ

シブハウスはゼロエネ
ルギー住宅～

１２月１６日昌５

山田朝夫（副市長）
あさ お「ふりかえり」と“環境

首都・安城”のこれか
ら

１２月２２日昇６

講師内容とき回

オリエンテーション
安城市の環境施策につ
いて

９月２８日捷１

中川恵子氏（中部リサ
けい こ

イクル運動市民の会）講座（グリーンマップ）１０月５日捷２

浅野智恵美氏（環境カ
ち え み

ウンセラー）講座（共生）１０月１９日捷３

高野雅夫氏（名古屋大
まさ お

学大学院准教授）講座（循環）１１月２日捷４

児玉剛則氏（愛知県地
たけのり

球温暖化防止活動推
進センター事務局長）

講座（地球環境）１１月１６日捷５

杉浦ひろ子氏（環境ア
ドバイザー）

講座（協働）
グリーンマップ発表１１月３０日捷６

亀田将紀氏（環境アド
まさのり

バイザー）
講座（プレゼンテー
ション）１２月１４日捷７

成果発表会来年
１月２３日松

８

記
入
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
９
月

日
昇
ま
で（
必

１５

着
）に
環
境
首
都
推
進
課（
〒

－４４６

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
／
胃

〈

〉１
１
１
２
／kankyo@

cit

７６

y.anjo.aichi.jp

）へ

※
電
話
申
し
込
み
不
可
。

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１
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環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

あ
ん
じ
ょ
う
環
境
大
学
院（
後
期
）

開
講

■
専
門
家
に
よ
る
個
人
相
談

●
と
き
　
午
後
１
時
・
２
時
・
３

時
・
４
時

●
定
員
　
８
人（
先
着
順
）

※
各
時
２
人
ま
で
。

●
内
容
　
人
付
き
合
い
の
方
法
、

仕
事
の
探
し
方
・
選
び
方
、
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
、
面
接

の
心
得
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
な
ど
の

相
談

■
職
業
適
性
診
断

●
と
き
　
午
後
１
時
～
５
時

●
内
容
　
職
業
適
性
診
断
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
、
専
門
の
相
談
員

に
よ
る
相
談
援
助

★
　
月
　
日
晶
の
日
程

１０

１６

■
職
場
見
学
会

●
と
き
　
午
後
１
時
～
４
時
　
分
３０

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１０

●
内
容
　
市
内
事
業
所
の
職
場
見

学
と
人
事
・
労
務
担
当
者
の
講
話

　
求
職
活
動
中
の
み
な
さ
ん
の
職

業
生
活
設
計
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

支
援
し
ま
す
。

●
と
き
　
９
月
　
日
松
、
　
月
　

２６

１０

１６

日
晶

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
　
歳
未
満
の
人
や
そ
の

３５

家
族

●
申
し
込
み
　
参
加
申
込
書
を
記

入
し
、
９
月
８
日
昇
か
ら
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
で
商
工
課（
〒
　－

８

４４６

５
０
１
住
所
記
載
不
要
／
胃〈
　
〉
７４

６
７
８
９
）へ

※
参
加
申
込
書
は
同
課
、
中
央
・

各
地
区
公
民
館
で
配
布
。
定
員

の
あ
る
催
し
は
電
話
申
し
込
み

も
可
。

★
９
月
　
日
松
の
日
程

２６

■
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

●
と
き
　
午
後
２
時
～
４
時

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

２０

●
内
容
　「
就
職
活
動
に
必
要
な

自
己
管
理
～
心
と
身
体
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
～
」就
職
活
動
に
お
け
る

心
身
の
健
康
法
な
ど

●
講
師
　
田
中
 直
  美
 氏（
生
涯
学

な
お
 
み

習
開
発
財
団
認
定
コ
ー
チ
・
健
康

管
理
士
一
般
指
導
員
）

■問 
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

　
９
月
　

日
松
～
　

日
抄
に
、
本

１９

２３

庁
舎
１
階
事
務
室
の
配
置
換
え
作

業
を
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
９
月

　
日
松
の
市
民
課
・
市
民
税
課
の

１９土
曜
開
庁
は
、
臨
時
休
業
し
ま
す
。

　
な
お
、
９
月
　

日
昭
以
降
、
本

２４

庁
舎
１
階
事
務
室
の
配
置
は
左
図

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
資
産
税
課
は
、
先
行
し
て
９
月

　
日
捷
か
ら
移
転
し
ま
す
。

１４

■問 
▼
行
政
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
８
）

７１　　
市
民
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
１
）

７１

　
本
紙
５
月
　

日
号
や
市
公

１５

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
意

見
を
募
集
し
た
「
安
城
市
自

治
基
本
条
例
（
案
）」と
「
第
７

次
安
城
市
総
合
計
画
見
直
し

（
案
）」に
寄
せ
ら
れ
た
意
見

に
対
し
て
、
市
の
考
え
方
を

ま
と
め
ま
し
た
の
で
公
表
し

ま
す
。

　
意
見
と
市
の
考
え
方
は
、

企
画
政
策
課
、
市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー
、
中
央
・
各
地
区
公

民
館
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
提
出
数
　

安
城
市
自
治
基

本
条
例（
案
）
糸
　
件（
５
人
）

１０

第
７
次
安
城
市
総
合
計
画
見

直
し（
案
）
糸
１
件（
１
人
）

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策

課（
緯〈
　
〉２
２
０
４
）

７１
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窓
口
の
土
曜
開
庁
を
休
み
ま
す

ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
キ
ャ
ラ
バ
ン

Ｉ
Ｎ
安
城



可
能
で
す
が
、

こ
の
場
合
、

補
助
金
額
の

上
限
額
は
　１５

万
円
と
な
り

ま
す
。

●
申
し
込
み
　

排
水
設
備
工
事

と
併
せ
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
本
市
の
下
水
道
事
業
は
、
今
年

４
月
１
日
現
在
で
供
用
面
積
１
８

６
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
普
及
率
　
・
６６

６
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
下
水
道
は
、
生
活
排
水
な
ど
の

水
を
き
れ
い
に
し
、
川
や
海
へ
放

流
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
、
悪
臭

や
蚊
な
ど
の
発
生
を
抑
え
、
生
活

環
境
を
快
適
に
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
人
が
利
用
し
て
、
は
じ

め
て
そ
の
力
を
発
揮
す
る
下
水
道
。

一
日
も
早
く
下
水
道
に
接
続
し
、

き
れ
い
な
川
や
海
を
未
来
へ
残
し

ま
し
ょ
う
。

　
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
、
下

水
道
の
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
下
水
道
の
日
に
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。
安
城
七
夕
親

善
大
使
も
来
場
し
ま
す
。

●
と
き
　
９
月
　
日
昭
午
後
４
時

１０

●
と
こ
ろ
　
ア
ピ
タ
安
城
南
店

（
桜
井
町
）

■
雨
水
貯
留
槽
改
造
工
事
費
を
補
助

　
下
水
道
接
続
に
よ
り
不
要
に
な

っ
た
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
槽
と
し

て
使
用
す
る
人
に
、
改
造
工
事
費

を
補
助
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
既
設
浄
化
槽
の

有
効
利
用
を
目
的
と
し
、
ま
た
、

転
用
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
次

の
よ
う
な
利
点
お
よ
び
効
果
が
あ

り
ま
す
。

①
浄
化
槽
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
、

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
貯
水
の
活
用
に
よ
り
、
水
道
水

の
節
水
と
下
水
道
使
用
量
の
節

約
が
で
き
ま
す
。

③
宅
地
内
で
雨
水
を
一
時
的
に
溜

め
る
こ
と
で
、
雨
水
の
流
出
を

抑
え
、
河
川
へ
の
負
担
が
軽
減

で
き
ま
す
。

④
災
害
時
に
お
け
る
代
替
水
源
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

●
補
助
金
額
　
浄
化
槽
転
用
工
事

に
要
し
た
経
費
に
３
分
の
２
を
乗

じ
た
額（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
雨
水
貯
留
槽
の
貯
留
量
に
よ
り

上
限
額（
右
下
表
参
照
）を
定
め

て
い
ま
す
。

※
土
木
課
で
補
助
を
し
て
い
る
雨

水
浸
透
施
設
設
置
と
の
併
用
も

■問 
▼
下
水
道
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
５
８
）

７１

場
所
を
と
ら
な
い
の
で
、
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
ス
ペ
ー
ス
の
な
い
人
、

少
人
数
世
帯
に
は
、
本
当
に
良
い

と
思
い
ま
す
。
電
気
代
も
必
要
な

く
、
臭
い
魚
の
は
ら
わ
た
も
、
処

理
機
に
入
れ
れ
ば
臭
い
も
気
に
な

ら
ず
、
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
週

２
回
の
ご
み
出
し
が
、
週
１
回
に

な
り
ま
し
た
。

●
生
ご
み
消
滅
器「
く
い
し
ん
ぼ
」

の
販
売
店
　
ア
ベ
園
芸
店（
法
連

町
／
緯〈
　
〉８
７
７
８
）、ダ
イ
マ

７６

ル（
桜
井
町
／
緯〈
　
〉４
８
０
０
）

９９

※
販
売
価
格
９
８
０
０
円
。
市
の

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
補
助
を

受
け
る
と
、
自
己
負
担
３
３
０

０
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

を
減
量
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
に
、

生
ご
み
の
自
家
処
理
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
生
ご
み
消
滅
器
を
使
っ

た
ご
み
減
量
と
実
際
に
使
用
し
た

市
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
感
想
を
紹

介
し
ま
す
。

●
準
備
す
る
も
の
　
生
ご
み
消
滅

器「
く
い
し
ん
ぼ
」、米
ぬ
か
ま
た

は
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油

●
設
置
場
所
　
雨
さ
ら
し
に
な
ら

な
い
日
当
た
り
の
よ
い
場
所（
ベ

ラ
ン
ダ
や
屋
内
も
可
）

●
使
用
方
法

①
生
ご
み
を
、
米
ぬ
か
ま
た
は
使

用
済
み
天
ぷ
ら
油
と
よ
く
混
ぜ

て
消
滅
器
へ
入
れ
ま
す（
目
安

は
１
日
　
～
　

守
）。

３００

３５０

②
消
滅
器
の
基
材
と
よ
く
混
ざ
る

よ
う
に
か
き
ま
わ
し
ま
す
。

③
必
ず
ふ
た
を
か
ぶ
せ
ま
す
。

●
使
用
後
の
感
想
　
天
ぷ
ら
の
廃

油
が
利
用
で
き
る
こ
と
、
入
れ
た

生
ご
み
が
消
え
て
い
き
、
何
も
残

ら
な
く
な
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

１
日
に
処
理
で
き
る
量
が
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
調
理
し
た
残
飯
を

消
滅
器
に
入
れ
、
手
を
加
え
て
い

な
い
野
菜
く
ず
は
、
植
木
鉢
コ
ン

ポ
ス
ト
で
た
い
肥
に
し
ま
し
た
。

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

補助金の
上限額

雨水貯留槽
の貯留量

７万５０００円３弱未満
１０万円３弱以上１０弱未満
１５万円１０弱以上
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生
ご
み
消
滅
器
で
ご
み
減
量

９
月
　

日
は
下
水
道
の
日

１０

生ごみ消滅生ごみ消滅器器「くいしんぼ「くいしんぼ」」

　
　

月
１
日
昭

１０
よ
り
、
あ
ん
く

る
バ
ス
の
ル
ー

ト
・
時
刻
を
次

の
と
お
り
改
正

し
ま
す
。
詳
し

い
ル
ー
ト
や
時

刻
は
、
各
家
庭

に
配
布
す
る
時

刻
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
改
正
点

①
路
線
の
増
加

バ
ス
を
３
台
増
車
し
、
　
路
線

１０

で
運
行

暫
現
在
の
東
部
線
を
分
割
し
、
桜

井
西
線
を
新
た
に
運
行

暫
西
部
線
を
ル
ー
プ
状
に
し
、
バ

ス
２
台
で
運
行（
左
回
り
を
西

部
線
、
右
回
り
を
作
野
線
）

暫
安
城
更
生
病
院
～
南
安
城
駅
～

Ｊ
Ｒ
安
城
駅
な
ど
、
市
街
地
の

主
要
施
設
を
連
絡
す
る
循
環
線

を
新
た
に
運
行

②
便
数
を
１
日
６
便
以
上
に

暫
現
在
１
日
５
便
の
南
部
線
・
高

棚
線
・
東
部
線
・
西
部
線
と
１

日
７
便
の
北
部
線
、
新
た
に
運

行
す
る
作
野
線
・
桜
井
西
線
、

桜
井
線
を
１
日
６
便
、
市
街
地

線
を
１
日
７
便
、
循
環
線
を
　１８

便
で
運
行

■
松
掌
限
定
お
試
し
無
料
乗
車
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

　
本
紙
　

ペ
ー
ジ
に
無
料
乗
車
券

２３

を
掲
載
し
ま
し
た
。
期
間
中
の
松

掌
に
、
切
り
取
っ
て
利
用
す
れ
ば
、

あ
ん
く
る
バ
ス
に
無
料
で
乗
車
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
　
　
月
３
日
松
～
　
月
１

１０

１１

日
掌

■問 
▼
都
市
計
画
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
３
）
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入
居
待
機
型
市
営
住
宅
は
、
入

居
の
順
番
が
回
っ
て
き
た
場
合
に

入
居
で
き
ま
す
。
応
募
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
各
住
宅
の
入

居
待
機
者
数
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

●
募
集
期
間
　

捷
～
晶
午
前
９
時

～
午
後
５
時（
抄
承
、
年
末
年
始

を
除
く
）

●
申
し
込
み
　
提
出
書
類
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
建

築
課
で
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
案
内
書
は
、
同
課
で
配
布
。

間取り待機者数住宅名間取り待機者数住宅名

３ＤＫ０
荒曽根
（住吉町）

２ＤＫ０
広畔

（安城町）

３ＤＫ５
新田北
（新田町）

２ＤＫ１２
新田

（新明町）

３ＤＫ５
小根

（今池町）
３ＤＫ３

大山田東
（大東町）

３ＤＫ４
門原

（桜井町）
３ＤＫ１

飛越
（明治本町）

３ＤＫ１３
大山田上
（池浦町）

３ＤＫ３
池浦Ａ・Ｂ
（池浦町）

３ＤＫ２
小川

（小川町）

※入居待機者数は、８月１３日現在。

■問 
▼
建
築
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
０
）

７１

●
開
催
日
程
　

９
月
１
日
昇
糸
開

会
・
議
案
説
明（
議
場
）　
２
日
昌
・

３
日
昭
糸
一
般
質
問（
議
場
）　
７

日
捷
糸
議
案
質
疑（
議
場
）　
８
日

昇
～
　

日
昭
糸
委
員
会
審
査（
委

２４

員
会
室
）　
　

日
昌
糸
採
決
・
閉

３０

会（
議
場
）

※
い
ず
れ
も
午
前
　
時
。

１０

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
市
議
会
の
傍
聴
　
本
会
議
や
委

員
会
で
の
審
査
の
様
子
は
、
受
付

で
氏
名
と
住
所
を
記
入
す
る
だ
け

で
傍
聴
で
き
ま
す
。
手
話
通
訳
や

要
約
筆
記
も
可
能
で
す
。（
事
前
に

申
し
出
く
だ
さ
い
）

●
一
般
質
問
を
録
画
放
映
　
２
日
・

３
日
の
一
般
質
問
の
様
子
が
、
キ

ャ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
チ
ャ
ン

１６

ネ
ル（
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
　
チ
ャ

１０７

ン
ネ
ル
）で
録
画
放
映
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

「
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
」で
も
映
像
配

信
し
ま
す
。

放
映
日
▼
９
月
２
日
収
録
分
糸
９

月
５
日
松
午
後
６
時
　
９
月
３
日

収
録
分
糸
９
月
８
日
昇
午
後
６
時

■問 
▼
議
事
課

（
緯〈
　
〉２
２
５
２
）

７１
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あ
ん
く
る
バ
ス

ル
ー
ト
・
時
刻
を
変
更

入
居
待
機
型
市
営
住
宅

（
空
き
家
待
ち
）の
随
時
募
集

市
議
会
９
月

定
例
会


